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文として受理され、公刊の運びとなったという。附録と文献目録をも併せて 844ページにも及ぶ浩瀚なこのホフマン書では、プロイセン王国西部のウェストファーレン州のミュンスター・ミンデン・アルンスベルク、ライン州北部のケルン・デュッセルドルフ・アーヘンの計 6県、とりわけミンデン・デュッセルドルフ・アーヘン 3県内の郡と都市・自治体での調査事例が当地に残されていた原資料をもとに綿密な分析にかけられ、そこにおける収集と整理の態様が追跡されている。その中で、1816-61年間のプロイセン営業統計（表）が結果としては「質」と「言明力」に劣った統計数量と統計表しか提供できず、現実の経済構造を的確に描写するという目的を達成することができなかった、その根拠が解明されている。1861 年営業表に関して、67 年に時の商業・営業大臣イッツェンプリッツをして内務大臣オイレンブルクへ、この営業表をもってしては「現実的関係に対応した映像が獲得されない」（これがホフマン著の標題に取られている）という不満を吐かせた背景が明らかにされている。それが当時の中央の調査指令部署（プロイセン王国統計局）による調査設計、調査様式・手法、要約・総括形式への準則規定と指示のあり方（＝概念規制要因）、また現場の調査担当部署（市庁と郡庁、および下位自治体官庁）における調査業務遂行での姿勢とそこでの分類・決定や欄配列・記入などの手続様式の実態（＝調査内在要因）、この両面から検討され、プロイセンでの営業表作成過程に隠されていた弱点が余すところなく究明されている。営業表への批判的評価の点では、2 つの前掲拙書、また本書で提示した見解と共通する点が多くある。  これまで営業統計を題材にしてドイツ社会統計の歴史展開を内在的に追求し、そうした研究の意義を主張してきた著者にとって、上記の拙著と本書、またこのホフマン書によって、こうした研究作業の意義が理解され、同学の志の後続することを切に望むものである。近代社会における社会経済統計の成立とその意義を解明する上で、ドイツ社会統計における営業統計の展開には実に多くの豊富な検討素材が含まれているからである。   2015年 7 月 長屋政勝        
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